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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第17期

第２四半期
連結累計期間

第18期
第２四半期
連結累計期間

第17期

会計期間
自2020年４月１日
至2020年９月30日

自2021年４月１日
至2021年９月30日

自2020年４月１日
至2021年３月31日

売上高 （千円） 2,413,740 3,005,975 5,262,208

経常利益 （千円） 138,372 48,672 347,492

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 87,175 37,104 246,644

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 86,500 37,740 244,837

純資産額 （千円） 1,336,242 1,537,117 1,498,744

総資産額 （千円） 2,267,182 2,529,616 2,541,485

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 12.60 5.36 35.65

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 12.52 5.33 35.35

自己資本比率 （％） 58.9 60.8 58.8

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 69,462 18,530 291,147

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △49,335 △17,366 △93,022

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 18,222 △16,644 △4,956

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 1,014,965 1,154,185 1,170,437

 

回次
第17期

第２四半期
連結会計期間

第18期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2020年７月１日
至2020年９月30日

自2021年７月１日
至2021年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 7.76 7.16

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等に

ついては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症の新規感染者減少に伴い、政府

や地方自治体から経済活性化に向けた施策が打ち出されるなど、景気の持ち直しに向けての期待は高まりつつあり

ますが、再度感染者が増加する懸念もあり、先行きは不透明な状況が続いております。

　当社グループが属する情報サービス業界は、デジタル庁を中心とした行政によるデジタル化推進やビジネス形態

としてリモートワーク、クラウド環境の導入、IoT、AI、5Gなどのデジタルトランスフォーメーション（DX）に関

連するIT投資を積極的に行う企業の増加などにより中長期的には市場規模の拡大が継続するものとみられます。

　このような状況の下、当社グループの主力サービスであるソフトウェアテストサービスにおきましては、情報

サービス市場の拡大と、ソフトウェア品質やセキュリティ意識の高まりにより着実に成長してきております。一方

で、エンジニアの不足が顕在化しており、高度なスキルを有するエンジニアの確保が重要な課題となっております

が、当社グループでは、適性のある業界未経験者を短期間でエンジニアとして戦力化する教育ノウハウと十分な研

修体制による採用と教育とを一体化した戦略や、ソフトウェアテスト自動化ツールの開発によりこの問題に対処し

てきております。これらの取組により、ソフトウェアテストサービスを通じたシステム開発の効率化や品質向上、

IT人材育成への貢献を行ってまいります。

　その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は3,005,975千円（前年同期比24.5％増）と堅調に推移しまし

た。利益面では、一部の請負案件で一過性の不採算案件があったことや、営業及び管理体制強化のための人件費増

加や採用費の増加に伴う販売費及び一般管理費の増加により、営業利益47,253千円（同65.3％減）、経常利益

48,672千円（同64.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益37,104千円（同57.4％減）となりました。

 

　各セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

①ソフトウェアテストサービス事業

　当事業においては、エンタープライズ領域の売上高が堅調に推移した他、大型マイグレーション（注１）案件及

び新規大型再構築案件の上流工程・ＰＭＯ（注２）としての参画が増加しました。また、新規顧客の獲得も順調に

進捗し、外部顧客に対する売上高は2,686,937千円（前年同期比20.1％増）となりました。利益につきましては、

研修を終えたエンジニアの案件アサインに時間を要したことや案件数増加に伴う見積書作成など、想定外のコスト

が発生したことや、営業及び管理体制強化のための人件費増加や採用費の増加により、セグメント利益は98,689千

円（同36.7％減）となりました。

　「収益認識に関する会計基準」等の適用により、当第２四半期連結累計期間のソフトウェアテストサービスセグ

メントの外部顧客に対する売上高は7,533千円増加しております。なお、売上高の増加額と同額の売上原価が増加

するため、セグメント利益への影響はありません。

（注１）マイグレーション

ソフトウェアやシステム、データなどを別の環境に移動したり、新しい環境に切り替えたりすること

（注２）ＰＭＯ（Project Management Office）

組織内における個々のプロジェクトマネジメントの支援を横断的に行う部門や構造システム

 

②Web／モバイルアプリ開発サービス事業

　当事業においては、株式会社アール・エス・アールを2020年９月より新規連結したことや、セキュリティ・脆弱

性診断に係る売上高が堅調に推移した他、開発案件の売上高増加により、外部顧客に対する売上高は303,318千円

（前年同期比73.5％増）となりました。利益につきましては、一部の請負案件で一過性の採算悪化があった影響に

より、セグメント損失は24,146千円（前年同期は23,086千円の利益）となりました。

　「収益認識に関する会計基準」等の適用により、当第２四半期連結累計期間のWeb／モバイルアプリ開発サービ

スセグメントの外部顧客に対する売上高は9,339千円増加しております。なお、売上高の増加額と同額の売上原価

が増加するため、セグメント利益又は損失への影響はありません。
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③オフショアサービス事業

　当事業においては、フィリピンで新型コロナウイルス感染症拡大によるロックダウンが当第２四半期連結会計期

間末時点においても継続されていますが、在宅勤務環境の整備などにより、ほぼ通常通りの営業活動を行っており

ます。当社を窓口とする日本企業との取引が堅調に推移し、外部顧客に対する売上高は15,718千円（前年同期比

800.5％増）、セグメント利益は9,352千円（前年同期は4,467千円の損失）となりました。

 

（２）財政状態の状況

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産は2,002,822千円となり、前連結会計年度末に比べ16,408千円減

少いたしました。これは主に現金及び預金の減少16,251千円によるものであります。固定資産は526,793千円とな

り、前連結会計年度末に比べ4,539千円増加いたしました。

　この結果、総資産は2,529,616千円となり、前連結会計年度末に比べ11,869千円減少いたしました。

 

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債は921,566千円となり、前連結会計年度末に比べ37,127千円減少

いたしました。これは主に未払法人税等の減少45,730千円によるものであります。固定負債は70,933千円となり、

前連結会計年度末に比べ13,114千円減少いたしました。これは主に返済による長期借入金の減少10,974千円による

ものであります。

　この結果、負債合計は992,499千円となり、前連結会計年度末に比べ50,241千円減少いたしました。

 

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は1,537,117千円となり、前連結会計年度末に比べ38,372千円

増加いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益37,104千円の計上によるものであります。

　この結果、自己資本比率は60.8％（前連結会計年度末は58.8％）となりました。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年度末より

16,251千円減少し1,154,185千円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により得られた資金は18,530千円（前年同期比73.3％減）となりました。これは主に売上債権及び契約

資産の増加額12,881千円や法人税等の支払額68,623千円があった一方で、税金等調整前四半期純利益48,672千円を

計上したことや減価償却費24,976千円、仕掛品の減少額28,038千円があったことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により使用した資金は17,366千円（同64.8％減）となりました。これは有形固定資産の取得による支出

4,544千円、無形固定資産の取得による支出12,822千円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により使用した資金は16,644千円（前年同期は18,222千円の収入）となりました。これは主に長期借入

金の返済による支出10,974千円によるものであります。

 

（４）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

（５）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。
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（６）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は50,567千円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（７）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当社は、2021年８月16日付の取締役会において、2020年12月28日に発行した第３回新株予約権（以下「本新株予約

権」という。）につきまして、本新株予約権の全部を取得し、取得後直ちに本新株予約権の全部を消却することを決

議いたしました。なお、本新株予約権の取得及び消却は2021年８月31日付で完了しております。

　詳細は以下のとおりであります。

（１） 取得及び消却した新株予約権の名称 第３回新株予約権

（２） 取得及び消却した新株予約権の数 6,500個（本新株予約権１個当たり100株）

（３） 取得価額 4,199千円（本新株予約権１個当たり646円）

（４） 取得日及び消却日 2021年８月31日

（５） 消却後に残存する新株予約権の数 ０個
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 28,600,000

計 28,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2021年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2021年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,150,000 7,150,000
東京証券取引所

（マザーズ）

１単元の株式数は

100株であります。

計 7,150,000 7,150,000 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2021年７月１日～

2021年９月30日
－ 7,150,000 － 90,000 － 265
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（５）【大株主の状況】

  2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

田中　真史 東京都千代田区 3,490 50.35

バルテス社員持株会 大阪市西区阿波座1-3-15 463 6.69

NOMURA PB NOMINEES LIMITED

OMNIBUS-MARGIN (CASHPB)

（常任代理人　野村證券株式会社）

1 ANGEL LANE, LONDON, EC4R 3AB,

UNITED KINGDOM

（東京都中央区日本橋1-13-1）

135 1.96

大薗　雅嗣 大阪府柏原市 120 1.74

角田　誠 横浜市戸塚区 96 1.40

西村　祐一 大阪市西区 83 1.20

株式会社日本カストディ銀行（証券

投資信託口）
東京都中央区晴海1-8-12 80 1.15

北口　慶 堺市西区 78 1.14

株式会社SBI証券 東京都港区六本木1-6-1 61 0.89

城野　親徳 東京都渋谷区 60 0.87

計 － 4,671 67.39
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（６）【議決権の状況】

 

①【発行済株式】

    2021年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 216,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,929,500 69,295 －

単元未満株式 普通株式 3,800 － －

発行済株式総数  7,150,000 － －

総株主の議決権  － 69,295 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には当社所有の自己株式84株が含まれております。

 

 

②【自己株式等】

    2021年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

バルテス株式会社
大阪市西区阿波座１丁目３

番15号
216,700 － 216,700 3.03

計 － 216,700 － 216,700 3.03

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年７月１日から2021

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,190,497 1,174,245

受取手形及び売掛金 727,072 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 746,077

電子記録債権 15,312 8,858

仕掛品 28,118 －

その他 58,230 73,641

流動資産合計 2,019,231 2,002,822

固定資産   

有形固定資産 101,283 99,636

無形固定資産   

のれん 68,824 66,450

その他 133,961 128,888

無形固定資産合計 202,785 195,339

投資その他の資産   

繰延税金資産 137,622 148,949

その他 80,563 82,868

投資その他の資産合計 218,185 231,818

固定資産合計 522,254 526,793

資産合計 2,541,485 2,529,616

負債の部   

流動負債   

買掛金 115,723 132,453

短期借入金 125,000 125,000

１年内返済予定の長期借入金 21,948 21,948

未払金 339,604 361,324

未払法人税等 67,508 21,778

賞与引当金 127,945 131,870

受注損失引当金 3,211 －

その他 157,752 127,191

流動負債合計 958,693 921,566

固定負債   

長期借入金 76,695 65,721

退職給付に係る負債 27 45

その他 7,325 5,167

固定負債合計 84,047 70,933

負債合計 1,042,740 992,499

純資産の部   

株主資本   

資本金 90,000 90,000

資本剰余金 755,896 760,431

利益剰余金 654,156 691,260

自己株式 △5,395 △5,100

株主資本合計 1,494,656 1,536,591

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 △110 525

その他の包括利益累計額合計 △110 525

新株予約権 4,199 －

純資産合計 1,498,744 1,537,117

負債純資産合計 2,541,485 2,529,616

 

EDINET提出書類

バルテス株式会社(E34880)

四半期報告書

10/19



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

売上高 2,413,740 3,005,975

売上原価 1,794,163 2,317,744

売上総利益 619,576 688,230

販売費及び一般管理費 ※ 483,263 ※ 640,977

営業利益 136,312 47,253

営業外収益   

受取利息 8 9

助成金収入 1,642 3,315

為替差益 740 －

その他 582 363

営業外収益合計 2,973 3,688

営業外費用   

支払利息 487 911

支払保証料 426 308

為替差損 － 1,050

営業外費用合計 913 2,269

経常利益 138,372 48,672

税金等調整前四半期純利益 138,372 48,672

法人税、住民税及び事業税 47,066 22,894

法人税等調整額 4,130 △11,327

法人税等合計 51,196 11,567

四半期純利益 87,175 37,104

親会社株主に帰属する四半期純利益 87,175 37,104

 

 

 

【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

四半期純利益 87,175 37,104

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 △675 635

その他の包括利益合計 △675 635

四半期包括利益 86,500 37,740

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 86,500 37,740

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 138,372 48,672

減価償却費 17,227 24,976

のれん償却額 － 2,373

賞与引当金の増減額（△は減少） 9,640 3,949

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1,272 18

受注損失引当金の増減額（△は減少） 110 △3,211

受取利息及び受取配当金 △8 △11

支払利息 487 911

売上債権の増減額（△は増加） 81,425 －

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） － △12,881

仕掛品の増減額（△は増加） △20,681 28,038

仕入債務の増減額（△は減少） △46,412 16,760

未払金の増減額（△は減少） 18,784 19,231

未払消費税等の増減額（△は減少） △50,944 △46,175

その他 △9,619 5,400

小計 139,654 88,053

利息及び配当金の受取額 9 11

利息の支払額 △464 △911

法人税等の支払額 △69,737 △68,623

営業活動によるキャッシュ・フロー 69,462 18,530

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △7,522 △4,544

無形固定資産の取得による支出 △76,977 △12,822

敷金及び保証金の差入による支出 △4,178 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入
39,342 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △49,335 △17,366

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 34,000 －

長期借入金の返済による支出 △13,685 △10,974

自己新株予約権の取得による支出 － △4,282

その他 △2,092 △1,388

財務活動によるキャッシュ・フロー 18,222 △16,644

現金及び現金同等物に係る換算差額 160 △770

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 38,509 △16,251

現金及び現金同等物の期首残高 976,456 1,170,437

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,014,965 ※ 1,154,185
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。従来、請負契約に係る収

益は完成基準により認識しておりましたが、収益認識会計基準等の適用に伴い、当該履行義務を充足する際に発生

する費用を回収することが見込まれるものについては、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積ることが出来

る時まで、原価回収基準により収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高及び売上原価はそれぞれ16,872千円増加しております。なお、売

上高の増加額と同額の売上原価が増加するため、売上総利益以下に影響はありません。また、利益剰余金の第１四

半期連結会計期間の期首残高への影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示すること

といたしました。また、前第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動に

よるキャッシュ・フロー」に表示していた「売上債権の増減額（△は増加）」は、当第２四半期連結累計期間より

「売上債権及び契約資産の増減額（△は増加）」に含めて表示することとしました。なお、収益認識会計基準第89-２

項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さ

らに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取

扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりませ

ん。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな

会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸表への影響はありませ

ん。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自 2020年４月１日
　　至 2020年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日

　　至 2021年９月30日）

給与手当 134,185千円 164,130千円

賞与引当金繰入額 16,387 17,599

退職給付費用 5,154 7,050

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年９月30日）

現金及び預金勘定 1,035,025千円 1,174,245千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △20,060 △20,060

現金及び現金同等物 1,014,965 1,154,185
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）2

 
ソフトウェア

テスト
サービス

Web／
モバイル
アプリ開発
サービス

オフショア
サービス

計

売上高       

外部顧客への売上高 2,237,208 174,786 1,745 2,413,740 － 2,413,740

セグメント間の内部売

上高又は振替高
1,440 30,935 12,986 45,362 △45,362 －

計 2,238,648 205,721 14,732 2,459,103 △45,362 2,413,740

セグメント利益又は損失

（△）
155,885 23,086 △4,467 174,504 △38,191 136,312

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△38,191千円は、セグメント間未実現利益の調整額△4,681千円

及び各報告セグメントに配分していない全社費用△33,510千円であります。

　　　２．セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）2

 
ソフトウェア

テスト
サービス

Web／
モバイル
アプリ開発
サービス

オフショア
サービス

計

売上高       

外部顧客への売上高 2,686,937 303,318 15,718 3,005,975 － 3,005,975

セグメント間の内部売

上高又は振替高
11,732 60,252 28,237 100,222 △100,222 －

計 2,698,670 363,571 43,956 3,106,197 △100,222 3,005,975

セグメント利益又は損失

（△）
98,689 △24,146 9,352 83,895 △36,641 47,253

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△36,641千円は、セグメント間未実現利益の調整額△611千円及

び各報告セグメントに配分していない全社費用△36,030千円であります。

　　　２．セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

　２．報告セグメントの変更等に関する事項

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しております。この結果、当第２四半期連結累計期間のソフトウェアテストサービスセグメント

の外部顧客への売上高は7,533千円増加、Web／モバイルアプリ開発サービスセグメントの外部顧客への売上

高は9,339千円増加しております。なお、売上高の増加額と同額の売上原価が増加するため、セグメント利

益又は損失への影響はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

（単位：千円）

契約形態

報告セグメント

合計ソフトウェアテスト

サービス

Web／モバイルアプリ

開発サービス
オフショアサービス

派遣契約 353,843 75,549 － 429,393

準委任契約 1,871,888 79,990 14,111 1,965,990

請負契約 426,451 136,845 1,607 564,905

その他 34,753 10,932 － 45,685

顧客との契約から生じ

る収益
2,686,937 303,318 15,718 3,005,975

外部顧客への売上高 2,686,937 303,318 15,718 3,005,975

（注）１．セグメント間取引控除後の金額を記載しております。

２．上記契約形態の記載は、当社グループが主に提供を行っているソフトウェアテストサービス及びソフトウェ

ア開発サービスに係る契約形態の分解情報であり、保守等に関する売上は契約形態別に管理を行っていない

ため、その他に含めて記載しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

（１）１株当たり四半期純利益 12円60銭 5円36銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 87,175 37,104

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
87,175 37,104

普通株式の期中平均株式数（株） 6,916,944 6,924,268

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 12円52銭 5円33銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 46,452 40,310

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－ －
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（重要な後発事象）

（自己株式の取得）

　当社は、2021年11月12日開催の取締役会において、以下のとおり、会社法第165条第３項の規定により読み替

えて適用される同法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議いたしました。

 

１．自己株式の取得を行う理由

　資本効率の向上を図ると共に今後の機動的な資本政策の遂行を図るため。

 

２．取得の内容

① 取得する株式の種類 当社普通株式

② 取得し得る株式の総数
160,000株（上限）

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合2.3％）

③ 株式の取得価額の総額 200,000千円（上限）

④ 取得期間 2021年11月15日から2022年２月28日まで

⑤ 取得方法 市場買い付け

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年11月12日

 

バルテス株式会社

 取締役会　御中 

 

 有限責任 あずさ監査法人  

 大阪事務所  

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 西田　順一

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 福島　康生

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているバルテス株式会

社の2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2021年７月１日から2021年９月

30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、バルテス株式会社及び連結子会社の2021年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

 

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

 

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

 

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手

続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結

論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連

結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない

場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四

半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続でき

なくなる可能性がある。

 

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基

準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸表

の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事

項が認められないかどうかを評価する。

 

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

 

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

 

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上
 
　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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